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 (第1号議案)2025度事業報告 承認の件 
 

理事長報告 
2025年度一般社団法人小平青年会議所 

第42代理事長　福室　英俊 
 

信じ、託す 
 

〇 はじめに 

2025年度の一年間を振り返り、改めまして、お支えいただいたすべての皆さまに心からの感謝を申し上げ
ます。​
創立42周年目を迎える2025年度の理事長の職をお預かりするにあたって、スローガンを『信じ 託す ～語
ろうともに 進もう前へ 』を掲げました。やったことがないことをいきなり挑戦することは、とても大変で困難な
道です。しかし、信じて、任せて、やってみないことには、成功も成長もありません。なにごとにおいても、あ

れもこれも抱えこんでやってきた自負と反省があった私自身の課題であったとともに、ここ数年で入会した

メンバーが7割近い当会として、できる人・やれる人があれもこれもするのではなく、見守りながら仲間の成
長を信じ、支えていくことを掲げました。​
上半期は手を出しすぎたところは指摘があり、下半期は、概ね『信じ託す』のスローガンを達成することがで

きたと考えております。​
 

〇 例会・事業の振り返り 

1月度例会では、嘉悦大学内カエツホールをお借りして、新年賀詞交歓会を開催いたしました。全メン
バーが参加をし、出席率100％例会を達成することができました。また2025年度のスローガン・所信をご来
会いただいた皆様の前での発表を通じて、「人づくり・まちづくり・人財育成・スキルアップ」への想い、青年

会議所の運動について発信いたしました。 

2月度例会の通常社員総会では、昨年度の事業報告並びに決算報告を行いました。単年度制を採用して
いる当会において、前年度の総括を行う総会はとても重要な場です。1年間の運動を振り返っての理事長
所信との照らし合わせ、答え合わせ、通信簿を自ら付けることで、できたこととできなかったことの整理、翌

年度への申し送りがなされます。『2024年度はとにもかくにも拡大の年である』と音頭を取り、会員拡大12
名という近年稀に見る成果を導いた松岡篤第41代理事長に感謝と敬意を表するとともに、2025年度は近
年入会したメンバーの育成に重きを置くことを明確にいたしました。 

3月度例会は、2025年度最初の公益事業:青少年育成事業として職業能力開発大学校のご協力のもと、
知的好奇心とものづくりへの関心を高める事業を行いました。ペットボトルを加工してプロペラを作り、サー

キュレーターによる風を当てての風力発電機製作を体験する中で、子どもたちは試行錯誤を重ねながら、

より高い電圧を生み出す創意工夫を行いました。最終的に優れた成績を出したものは、「羽根は少なく薄く

よりシンプルな形」という講師の助言の通りのもので、洗練されたデザインの重要性を学ぶ機会となりまし

た。しかしながら、唯一絶対の解はないこと、失敗しても何度でもチャレンジすることの大切さ、独創的なカ

タチや周りの人とは違ったデザインの中にこそイノベーションがあることなど、参加したこどもたちに多くの

気づきを与える機会になったとともに、見学に駆けつけてくださった保護者の皆様にもそれをメッセージと

して伝えることができました。 

5月度事業は、陸上自衛隊小平駐屯地のご協力のもと防災事業を企画し、地域関係団体とも連携しながら
およそ90名の子どもたちが参加する避難訓練を行いました。同じく市内に拠点を構える国土交通大学校
（国土交通省）所有の自然災害体験車や降雨体験車に乗車をしてのシミュレーション訓練や、府中に拠点

を持つ航空自衛隊の観測機器の展示などを見ることができました。私も多くの防災事業にこれまで参加を

して参りましたが、初見のものばかりでした。市内に陸上自衛隊駐屯地を持つ小平青年会議所ならではの

意義深い取り組みとなりました。 

7月度事業は拡大・交流事業としてのビジネスマッチングを開催しました。これまで行ってきた異業種交流
会をさらに一歩進め、実際のビジネスへつながる、『成約』までを念頭においた交流事業としたことは、新た
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な試みと言えます。実際に仕事につなげるための取組み、フォローを担当委員会が精力的に努めました。

当日参加してくださった方が当会への関心をもち、直ちに入会という結果には至りませんでしたが、その後

も当会の例会案内をお送りするなど、将来の入会に向けたプロモーションとなった事業にできました。 

8月度例会は、2025年度が太平洋戦争戦後80年の節目の年として平和事業を実施しました。今回こだわり
を見せたのは、戦時下の食事体験でした。講話形式の事業は、毎年夏の時期には多く行われていることを

踏まえ、青年会議所が主催するからにはと、普段なかなか体験できない機会を子どもたちに提供したいと

いう担当委員会の思いがカタチにされました。参加者は、講師による講義、参加者間でのディスカッション

も含めて、平和の尊さを学ぶ機会となりました。会場の選定・日程の調整の段階から様々な困難がありまし

たが、委員会の総力をもって、無事に開催にこぎつけることができました。 

前回の平和事業は、戦後75年目の節目の年であった2020年のことでした。それから5年が経ち、今般戦後
80年を迎える中で、当時の様相を知る方の高齢化はより一層進みました。今後の平和事業の開催にあ
たっては、太平洋戦争という枠にとらわれず、違った角度で戦争と平和について考えていくことも、青年会

議所として必要なのかもしれません。ロシア・ウクライナの戦争が2022年に始まり、まもなく丸4年を迎えます
が、ドローンや無人機をはじめとする現代兵器の進歩は目覚ましく、また戦争の長期化は世界経済に大き

な影響を与えています。東シナ海の覇権をめぐっての国際的な緊張も高まっている中で、日本、アジアに

おける近現代史を学ぶことは、子どもたちのみならず、私たち青年経済人にとっても意義深いものと考えま

す。今後理事長を務める方には、平和事業は5年に一度という固定観念にとらわれず、世界情勢をふま
え、必要とあればぜひ事業に据えることを検討いただきたいと思います。 

10月度例会は、この1年間で入会したメンバーが企画をしたコンプライアンス研修事業を実施いたしまし
た。ハラスメントをテーマに据え、講師としてお招きした弁護士による講話を交えながら、日々の活動にお

ける適切な距離感やコミュニケーションの重要性を学びました。不用意な一言や行動は、社会的な信頼を

損なうことを改めて自覚し、青年経済人としてのふるまいについて考え直す機会となりました。 

11月度例会は、かつて10年続いた小平青年会議所の伝統であった『なわとび甲子園』をオマージュした
『なわとびチャレンジカップ2025』を開催しました。種目を団体戦の大なわとびだけにし、競争性を抑えたこ
とで、参加者同士が励まし合いながら楽しめる事業となり、学校の垣根を越えた交流にもつながりました。

会場を提供いただいた嘉悦大学には学生ボランティアを派遣いただきました。外部のスタッフのマネジメン

トをする機会はとても貴重なものであり、事前の調整なども含めて委員会メンバーは多くの経験を積むこと

ができました。11月の開催にあたっては、学校現場ではインフルエンザが蔓延しており、直前での参加キャ
ンセルが相次ぎました。対外（公益）・青少年育成事業を開催するにあたっては、誰でも予約なしで参加で

きるオープン参加型にするか、インフルエンザが猛威を振るう前に開催することを申し送りたいと思いま

す。  

12月は第一例会として防災事業を、第二例会として事業報告会ならびに卒業式を開催いたしました。年末
の誰もが忙しい中ではありましたが、2つの例会を開催・運営することは大きな負担があったかと思います
が、無事にやり遂げ、2025年度は2名の卒業生を送り出すことができました。 

第一例会の防災事業は、2023年に災害時に係る協定を締結した小平市社会福祉協議会との連携事業を
行いました。2024年度に続いて白梅大学に会場をご提案いただき、多くの学生ボランティアも派遣いただ
いて、大震災の際、社協が立ち上げる災害ボランティアセンターの受入訓練、各種防災ブースによる訓練

を行いました。 

第二例会の事業報告会ならびに卒業式では、年始の賀詞交歓会へお招きした皆様に、2025年度の事業
報告を行うとともに、2名の卒業生の門出を祝いました。 

11月、12月は、3つのすべての委員会が例会・事業を担当いたしました。2026年度の準備もあった中で、
精力的に動いてくださいました。 

上半期は、会の運営を私も先回りして側面から支援をしていたところ、メンバーからスローガンに掲げた『信

じ 託す』を実践できていないと指摘されました。 
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言うは易し行うは難しということに気づかされたとともに、下半期の会の運営は、委員会にすべて委ねまし

た。その結果、些細なミスはありましたが、メンバー間で気づき、指摘し合える構図ができてきたかと思いま

す。その一つ一つがよい経験であり、今後の財産となります。地域団体の核となる人財を育成し、輩出して

きた当会は、失敗に寛容なのがアイデンティティです。2025年度の反省は、2026年度の小川理事長のもと
での例会・事業にて、同じ過ちをしないよう気をつけていきましょう。 

最後に、2025年度の例会・事業を総括するうえで、2点、次年度への申し送りをしたいと思います。​
​
1点目が、広報についてです。​
紙媒体のチラシの配布とSNSでのPRについて、各事業で取り組んで参りましたが、紙媒体のチラシを届け
る際には、子どもたちに素早く丁寧に届ける配慮ができていたかの振り返りが必要です。学校現場に負担

をかけないためには、より丁寧な事前の仕分け作業が重要であり、それを行うためには、対内的なマンパ

ワーの結集が不可欠です。​
審議可決後に、広報にエネルギーを注ぐための事前の計画を、丁寧に練っていくことを共有していきたい

と思います。 

続いて、SNSでの戦略的な広報計画の必要性についてです。2025年度は個別の事業において、有料広
告も打って出ましたが、費用対効果の観点から言えば、課題が浮き彫りとなりました。日頃からの投稿を増

やすこと、露出をあげること、リピーターを増やすこと、継続的にやるべきことをやらなくては、SNSも効果的
にはなり得ません。​
SNS単体の広報に、莫大な予算を投じることができないわけですから、今後は工夫が必要です。SNSの
PRに長けたメンバーも増えてきましたから、その知見はおおいに共有いただいて、2026年度はより効果的
なSNSでの広報について考えていただきたいと思います。 

2点目は参加動員についてです。​
2025年度は会員拡大よりもメンバーの人財育成に重きを置いたところではありますが、せっかく丁寧に準
備し、開催をする対外・公益的な事業にも関わらず、オブザーバーの呼び込みが限定的だったように思い

ます。​
40歳をもって卒業をする当会のその制度上、運動に共感し、新たなメンバーを迎えて行かなければ、組織
は衰退をしていきます。拡大対象者をお招きすればするほど、至らぬ点がないようにメンバーの細部にわ

たっての例会・事業に向けたシミュレーションがなされるとともに、自身のリハーサルを含めた参加率もあ

がっていくと私は考えております。​
折しも2026年度は、小川理事長のもと15名の会員拡大を掲げております。その達成には、一人ひとりが当
会の運動に誇りと自信を持ち、身近な方を誘っていく積極的な姿勢が必要です。 

現在当会に在籍しているメンバーの年齢、卒業予定年次を踏まえると、メンバーのほとんどが、今後、理事

長の職を担うこととなります。是非、2026年度は、全ての例会・事業への参加、100%出席を目指すととも
に、オブザーバーを必ず1人お呼びする気持ちをもって臨んでいただきたいと願います。 

以上2点を、例会・事業を振り返っての2026年度への申し送り事項とさせていただきます。​
 

〇 出向について 

1点目、ブロック役員の輩出について​
毎年のように続いてきた東京ブロック協議会への役員出向について、2025年度は石津遥香さんが、専務
会をとりまとめる24LOM連絡会議議長として出向し、下半期は、運営専務の代行も担いました。その働き
ぶりは、『小平に石津あり』と言わしめるのに充分すぎるほどであり、当会メンバーが東京ブロックの事業に

参加するにあたっては顔つなぎ役となってくれました。 

ブロック役員輩出のメリットは様々ありますが、その1つは、ブロックの事業の日程が早い段階で共有される
ことです。2025年度も東京ブロック内で多くの事業が開催され、後述するアカデミー研修委員会を始め、
多くのメンバーが広域的な事業に参加する機会を得ることができました。伊澤専務による情報発信の早さ

もさることながら、石津議長による声かけの早さは素晴らしかったです。また、ブロック役員の利点2点目とし
ては、ブロックの事業に、『役員1人で行かせるわけにはいかない、理事長1人で行かせるわけにはいかな
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い』という仲間意識、連体感が醸成されることだと考えます。​
2026年度は私自身がブロック役員として出向いたしますので、情報発信とメンバーの動員を励んでいきた
いと思います 

2点目、アカデミーへの出向について​
今年も多くのメンバーをアカデミーに送り出せました。小平青年会議所としても、全体委員会には全て複数

名で応援に行くだけでなく、塾会議が小平で開催された際には、会としてお出迎えをいたしました。 

なお、2025年度のアカデミー出向の中で特筆すべき事項は、赤坂暁広君が、アカデミーグランドスラムを
達成したことです。これは、全ての全体委員会と塾会議に参加し任意参加である宿泊事業にも参加した方

だけが選出されるもので、毎年140名近くのアカデミー生がいますが、数人程度しか受賞者はいません。直
近の小平においても受賞者がいたことは聞いたことがございません。​
人脈が広がれば広がるほど本業に良い影響を及ぼす方は、ぜひ2026年度以降も積極的に出向していた
だきたいと思います。​
私は常々、アカデミーは生涯の友が3人できると、メンバーの皆さんに伝えるところでございますが、アカデ
ミーを1年間走りきれるかどうかは、本人のモチベーションはさることながら、会全体のサポートが必要で
す。今年は多くのメンバーがアカデミーメンバーのサポートに臨んでくれました。2026年度も同様に、皆で
アカデミーメンバーを支え、盛り上げていきましょう 

 

〇 結びに 

本年度は年度途中入会者2名、年度途中退会者3名、卒業生2名となり、組織としては横ばいではありまし
たが、人財の成長という点では大きな成果があった一年であったと考えております。来年度に向けては、本

年度の反省点を活かし、より一層の組織力向上と事業の充実を図ってまいりましょう。 

臨時社員総会にて理事長予定者となってからの1年半にわたって支えていただきました、伊澤専務をはじ
めといたします理事メンバーの皆さん、フロアメンバーの皆さん、賛助会員の皆様、金田会長をはじめとい

たしますシニアクラブの皆様に深く感謝を申し上げ、2025年度理事長報告とさせていただきます。 

本当にありがとうございました。 

 

 

4 
 



 
2025年度 副理事長報告 

副理事長 
小川　健太 

 
 本年度一年間、皆さまには多大なるご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございました。 
 2025年度は「信じ託す」という方針のもと、委員会の主体性を尊重し、メンバーひとりひとりが自ら考え行動
する組織運営を目指して活動してまいりました。私自身にとっても、これまでとは異なる関わり方を求められ

る一年となりました。 
 
 私が担当いたしましたLOVE & PEACE委員会では、委員長を中心に、それぞれの事業に真摯に向き合
い、着実に取り組んでいただきました。 
 1月度例会としての賀詞交歓会、8月例会では戦争をテーマとした事業、12月には防災事業を担当し、い
ずれも社会的意義の高い内容となりました。準備や運営において困難な局面もありましたが、委員会メン

バーの尽力により、すべての事業を無事に、かつ意義ある形で実施することができました。 
 
 一方で、委員会運営や助言の在り方については、反省すべき点も多くあったと感じております。そのような
中、判断に迷う場面では瀬上創太外部顧問にご助言をいただき、大変心強く感じるとともに、深く感謝申し

上げます。 
 また、委員メンバーには常に高い水準を求めてきたため、厳しく映ることもあったかと存じますが、JCが「修
練」の場であるという原点を大切にし、成長につながる機会を提供することを第一に考えてまいりました。 
 
 最後に、本年度の運営にご理解とご協力を賜りましたすべての皆さまに、深く感謝申し上げます。 
 以上をもちまして、副理事長報告とさせていただきます。 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 

2025年度 副理事長報告 
副理事長 
石津　遥香 

　 
 1年間大変お世話になりありがとうございました。 
 2025年度は「信じ託す」のスローガンを形にすべく、委員会を信じて基本的には自ら考えてもらうことを意
識して、私にとっても挑戦の1年でした。 
 
 担当のHAPPY&SMILEメンバーは、委員長をはじめとして大きな事業にも果敢に挑戦してくれました。3
月例会は職業能力開発総合大学校と、5月事業は急遽お話をいただいた陸上自衛隊 小平駐屯地・カブ
スカウトのみなさんと、11月例会は嘉悦大学のご協力をいただいて事業を実施することができました。多く
の関係団体の皆さまとの連携で、単独で行うよりも調整も複雑で大変な事業ばかりでしたが、すべての事

業が満足度高く形にすることができたのも委員メンバーのおかげです。担当副理事長としても、貴重な経

験をさせていただきました。 
 
 上手く委員会を導いたり、適切な助言はできなかったのが反省点ではありますが、迷走したときには宮﨑
外部顧問にも助けていただき、感謝をしています。 
 委員メンバーには常に高いレベルを求めてきたので、口うるさく映ったこともあっただろうと思っています。
しかし、JCは自ら選んで入っている「修練」「自己研鑽」の場であるということを忘れずに、どうすればメン
バーが成長を実感できるのかを考え、機会を提供し続けるという副理事長の使命を引き続き果たしてまい

ります。 
 
 結びとなりますが、ブロック出向でLOMにコミット出来ない分を補完してくれて、ともに悩み、小平JCをより
良くするにはどうすればいいのかを真剣に議論できた理事長をはじめとする正副メンバーの仲間にも心か

らの感謝を伝え、副理事長報告とさせていただきます。  
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2025年度 専務理事報告 

専務理事 
伊澤　豪馬 

 

 2025年度、専務理事という大役をお預かりさせていただき、数多くの貴重な経験を積ませていただきまし
たこと、心より感謝申し上げます。​
そして、このような機会を与えくださいました福室理事長に、この場をお借りして改めて深く御礼申し上げま

す。 

 本年度、専務理事として理事長公務への随行、事務局の管理監督、諸大会参加の取り纏め、正副理事
長会および理事会の運営、外部との連絡窓口など、多岐にわたる職務を務めさせていただきました。 

 理事長公務への随行では、東京ブロック協議会の会員会議所会議をはじめ、小平青年会議所シニアクラ
ブ役員会、シニアクラブゴルフコンペなど、多くの会議・行事にご一緒させていただき、LOM内だけでは知
り得ない各所での活動や、事業を実施するまでのプロセスを学ぶことができ、大変貴重な経験となりまし

た。また、同期専務理事同士の交流も盛んで、年間6回のゴルフコンペを通じて懇親を深め、各地青年会
議所が抱える課題や悩みを共有することもでき、大変大きな刺激を受けました。そして、24LOM連絡会議
の議長として各地の専務理事を支え、更には毎回のゴルフにもご参加いただきました石津議長に、心より

感謝申し上げます。 

 事務局の管理監督としては、2つの例会と1つの事業を担当し、2月の通常社員総会、12月の事業報告会
並びに卒業式、そして7月には会員拡大に資する事業を実施いたしました。​
通常社員総会および事業報告会並びに卒業式では、岡田事務局長の責任感ある的確な指揮のもと、関

係諸団体・関係者の皆様へ当会の活動をご報告することができました。また、本年度は2名の卒業生の新
たな門出をお祝いし、無事に小平青年会議所を送り出すことができました。 

 7月の拡大事業では、事務局メンバーが一丸となり、拡大対象者をビジネスパーソンに絞り、「参加者同士
で必ず仕事を依頼し合う」という条件のもと事業を実施いたしました。結果として仕事の依頼や新たな繋が

りは生まれたものの、本事業を通じての入会には結びつかず、課題も残る結果となりました。この反省を次

年度以降の拡大活動に活かしていきたいと考えております。 

諸大会参加の取り纏めでは、日本青年会議所や各主管LOMの皆様が作り上げる京都会議、サマーコン
ファレンス、全国大会、関東地区大会などへの参加動員を務めさせていただきました。特に新年最初の京

都会議では、参加者9名中6名が初参加となり、毎年決まったメンバーだけが参加しがちな諸大会に新た
な仲間を巻き込むことができ、会としての団結力も一層高まったように感じております。 

 正副理事長会および理事会の運営については、これまで6年間理事メンバーとして会議に携わってまいり
ましたが、運営する側に立つことで、これまでとは全く異なる役割であることを学ばせていただきました。こ

れまでは議案を読み込み、適切な意見や質問を行うことが主な役割でしたが、専務理事としては、まず定

足数を満たす日時で案内を流すこと、配信期日が遵守されるよう促すこと、そして議案書の内容が各

フェーズにふさわしいクオリティになっているかを確認することなど、これまでとは異なる視点で理事会運営

に携わらせていただきました。 

最後に、他LOMの専務理事と自身を比較すると、至らぬ点や我儘に振舞ってしまった点も多々あったこと
と思います。それでも最後まで専務理事という大役を全うできましたのは、福室理事長をはじめとする執行

部の皆様、そしてメンバー一人ひとりの思いやりと支えがあったからこそだと、心から感じております。本当

にありがとうございました。 

本年度、新たに得た知識や経験、そして友情を、今後のJC活動、そして私自身の人生に活かしてまいりま
す。​
 一年間、本当にありがとうございました。  
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2025年度事業報告 

 
1．総会 
日時 場所 審議内容 出席人数 

2025年 
2月14日 

19:30～20:45 
 

中央公民館 
講座室２ 

第69回通常社員総会 
 
第1号議案 2024年度事業報告承認の件 
第2号議案 2024年度決算報告並びに監査報告承認
の件 
第3号議案 2025年度補正予算承認の件 
第4号議案 2025年度年間活動計画修正の件 

正会員20名中13名​
​
(本人出席13名・委任状出
席者5名・欠席2名) 
 

2025年 
7月13日 

20:00～20:32 
 

中央公民館 
講座室１ 

第1回臨時社員総会 
 
第1号議案 2026年度理事長候補者選出及び承認の
件 
第2号議案 2026年度監事選任および承認の件 
第3号議案 2026年度選挙理事及び推薦理事承認の
件 
第4号議案 2025年度補正予算承認の件 

正会員21名中21名 
​
(本人出席13名・委任状出
席5名・欠席者3名) 
 

2025年​
12月22日 

18:30～18:52 

事務局及び
ZOOM 

第2回臨時社員総会 
 
第1号議案 2025年度一般社団法人小平青年会議所 
一般会計補正予算(第3号)承認の件 
第2号議案 2026年度理事長所信並びにスローガン
承認の件 
第3号議案 2026年度組織図承認の件 
第4号議案 2026年度年間活動計画承認の件 
第5号議案 2026年度年間予算計画承認の件 

正会員21名中14名 
​
(本人出席10名・委任状出
席4名・欠席者7名) 

 
 

2 例会・事業 

 
 
 
​ ​ ​ ​ ​ ​ ​ ​  
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日時 場所 例会・事業内容 出席者数 出席率 

1月度例会 1/18 
嘉悦大学 
カエツホール 

『新春賀詞交歓会　信じ 託す ～語ろうともに 
進もう前へ～』 

20名 100％ 

2月度例会 2/14 
小平市立中央公民
館　講座室２ 

『第69回通常社員総会』 13名 63.0％ 

3月度例会 3/23 
職業大2号館6階 『回って光る！！ペットボトル風力発電機を作

ろう！！』 
14名 70.8％ 

5月度事業       5/18 
陸上自衛隊​
小平駐屯地 

　『小平防災体験教室』 14名 70.8％ 

7月度事業 7/12 
大衆酒場​

新参者小平店 
『ビジネスマッチング』 9名 37.5％ 

8月度例会 8/30 
小平市立小平​

第一小学校体育館 『平和事業～語り継ぐ戦争の記憶～』 12名 68.2％ 

10月度例会 10/5 
小平市福祉会館​
第2集会室 

　　『ハラスメントを知る　～その一言アウトです
～』 

 10名 41.6％ 

11月度例会 11/22 
嘉悦大学 

嘉悦記念体育館 
『こだいらなわとびチャレンジカップ2025』 14名 60.9％ 

12月度例会 12/6 白梅学園大学 『防災体験教室 』 19名 52.2％ 

12月度例会 12/11 
小平市立中央公民

館　ホール 
『2025年度卒業式　信じ、託す　〜語ろうとも

に、進もう前へ〜』 
16名 64.0% 



 
3．理事予定者会議・理事会　 

 
日時 場所 審議事項 

第1回次年度 
スタッフ会 

2024年8月8日 

事務局 なし 

第2回次年度​
スタッフ会 

2024年8月29日 

事務局 
ZOOM 

なし 

第1回 
臨時次年度​
スタッフ会 

2024年9月5日 

ZOOM なし 

第3回次年度​
スタッフ会 

2024年9月24日 

事務局 第1号議案：2025年度 一般社団法人小平青年会議所　第42代理事長所信並びに
スローガン(案)の件 
第2号議案：2025年度 一般社団法人小平青年会議所　組織図(案)の件 
第3号議案：2025年度 一般社団法人小平青年会議所　年間活動計画(案)の件 

第1回次年度​
理事会 

2024年10月23日 

事務局 第1号議案 2024年度  一般社団法人小平青年会議所『賛助会員番号047番『株式
会社明誠』入会認承（案）』の件 
第2号議案 認承番号第334号『正会員 石井翼君』入会認承（案）の件 

第2回次年度​
理事会 

2024年11月27日 

事務局 第1号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　年間活動計画（案）の件 
第2号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　組織図（案）の件 
第3号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　年間予算計画　補正予算
第1号（案）の件 
第4号議案　2025年度一般社団法人小平青年会議所　LOVE＆PEACE委員会年
間事業計画（案）の件 
第5号議案　2025年度一般社団法人小平青年会議所　HAPPY＆SMILE委員会年
間事業計画（案）の件 
第6号議案　2025年度一般社団法人小平青年会議所　事務局委員会年間事業計
画（案）の件 
第7号議案　2025年度一般社団法人小平青年会議所　１月度例会　新春賀詞交歓
会（案）の件 

第3回次年度​
理事会 

2024年12月23日 

事務局 なし 

第1回理事会 
2025年1月21日 

事務局 第1号議案 2025年度 一般社団法人小平青年会議所 2月度例会『第69回通常社員
総会』(案)の件 
第2号議案 2025年度 一般社団法人小平青年会議所 3月度例会 『回って光る！！
ペットボトル風力発電機を作ろう！！』(案)の件 

第1回臨時理事会 
2025年2月5日 

事務局 
ZOOM 

第1号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　『賛助会員番号048番『株
式会社ベストワーク』入会認承』（案）の件 
第2号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　『賛助会員番号049番　日
本競輪選手会静岡支部所属渡邊颯太　入会認承（案）』の件 
第3号議案  2025年度　一般社団法人小平青年会議所　 
『賛助会員番号050番　株式会社　多摩グリーンサービス入会認承（案）』の件 
第4号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　『年間活動計画修正
（案）』の件 
第5号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　年間予算計画　補正予算
（第2号）（案）の件 

第2回臨時理事会 
2025年2月14日 

中央公
民館講
座室2 

第1号議案 2025年度　一般社団法人小平青年会議所　3月度例会『回って光
る！！ペットボトル風力発電機を作ろう！（案）』の件 
 

第2回理事会 
2025年2月19日 

事務局 
ZOOM 

第1号議案 2025年度　一般社団法人小平青年会議所　1月度例会『新春賀詞交歓
会　信じ 託す ～語ろうともに 進もう前へ～』報告の件 
 

第3回理事会 
2025年3月26日 

事務局 第1号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　『組織図修正（案）』の件 
第2号議案　2025年度一般社団法人小平青年会議所『選挙管理委員会設置』（案）
の件 
第3号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所『新人企画特別委員会設
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置』（案）の件 
第4号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　2月度例会　『第69回通常
社員総会』報告の件 
第5号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　 
5月度事業　JCサークル『小平防災体験教室』日時・場所・事業タイトル承認（案）の
件 

第4回理事会 
2025年4月23日 

事務局 第1号議案 2025年度　一般社団法人小平青年会議所　3月度例会 
『回って光る！！ペットボトル風力発電機を作ろう！』報告の件 
第2号議案 2025年度　一般社団法人小平青年会議所　5月度事業　JCサークル
『小平防災体験教室』（案）の件 

第5回理事会 
2025年5月28日 

事務局 第1号議案2025年度　一般社団法人小平青年会議所　７月度事業　『ビジネスマッ
チング』～チョクビジ～（案）の件 

第6回理事会​
2025年6月30日 

事務局 
ZOOM 

第1号議案2025年度　一般社団法人小平青年会議所　5月度事業　JCサークル
『小平防災体験教室』報告の件 
第2号議案2025年度　一般社団法人小平青年会議所　 
『8月度例会　平和事業　～語り継ぐ戦争の記憶～（案）』日時・場所・事業名・後援
依頼の件 

第3回臨時理事会
2025年7月13日 

ZOOM 第1号議案　認承番号第346号『正会員 若尾 武志 君』入会認承の件 
第2号議案　2025年度一般社団法人小平青年会議所　　一般会計補正予算（第３
号）（案）承認の件 
第3号議案2025年度　一般社団法人小平青年会議所　『８月度例会　平和事業　～
語り継ぐ戦争の記憶～（案）』チラシ案、チラシ印刷費用、配布用封筒承認依頼の
件 

第7回理事会​
2025年7月23日 

事務局 第1号議案 2025年度　一般社団法人小平青年会議所 『8月度例会　平和事業　～
語り継ぐ戦争の記憶～（案）』 

第8回理事会​
2025年7月23日 

事務局 第1号議案　2025年度 一般社団法人小平青年会議所 7月度事業 『ビジネスマッチ
ング』～チョクビジ～報告の件 
第2号議案　2025年度 一般社団法人小平青年会議所11月度例会『こだいら なわと
び チャレンジカップ 2025』日時・場所・事業タイトル・チラシ承認（案）の件  

第9回理事会​
2025年9月29日 

事務局 
ZOOM 

第1号議案　2025年度 一般社団法人小平青年会議所 8月度例会 平和事業 ～語
り継ぐ戦争の記憶 ～報告の件 
第2号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所11月度例会『こだいら なわ
とび チャレンジカップ 2025（案）』の件 

第10回理事会​
2025年10月21日 

事務局 第1号議案　2025年度 一般社団法人小平青年会議所 褒賞委員会設置（案）の件 
第2号議案　2025年度 一般社団法人小平青年会議所 12月度事業「防災イベント」
（案）の件 
第3号議案　2025年度 一般社団法人小平青年会議所 12月度例会『2025年度 事
業報告会並びに卒業式  信じ 託す～語ろうともに 進もう前へ～』（案）の件  

第11回理事会 
2025年11月26日 

事務局 
ZOOM 

第1号議案　2025年度一般社団法人小平青年会議所　一般会計補正予算（第４
号） 

第12回理事会 
2025年12月23日 

事務局 
ZOOM 

第1号議案　認承番号第348号『正会員 青木 崇隼 君』入会認承の件 
第2号議案　認承番号第349号『正会員 大谷 有矢 君』入会認承の件 
第3号議案　認承番号第350号『正会員 小山 翔太郎 君』入会認承の件 
第4号議案　2025年度 一般社団法人小平青年会議所 10月度例会『ハラスメントを
知る ～その一言アウトです～』報告の件 
第5号議案　2025年度 一般社団法人小平青年会議所 11月度例会『こだいら なわ
とび チャレンジカップ 2025』報告の件  
第6号議案　2025年度 一般社団法人小平青年会議所 12月度事業「防災イベント」
報告の件  
第7号議案　2025年度　一般社団法人小平青年会議所　 
第8号議案　12月度例会『2025年度 事業報告会並びに卒業式  信じ 託す～語ろう
ともに 進もう前へ～』報告の件 
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4．選挙管理委員会報告 
 

一般社団法人小平青年会議所 
2025年度選挙管理委員会 

 
副委員長　岡田　慎平 

 
2025年3月26日の理事会において、定款および一般社団法人小平青年会議所理事長選挙に関する規

定に基づき、2025年度一般社団法人小平青年会議所選挙管理委員会が設置されました。そして下記メン
バーが委員会構成員として指名を受け、2024年度の理事長及び理事選出についての選挙管理を委託さ
れました。 
 2025年度理事選挙管理委員会を開催し、下記の事項を確認し、委員が決定されました。 
 
 

委員長   　土居　雄大 
副委員長   岡田　慎平 
委員     　  山口　彩花 
委員　       石井　翼 
委員　   　寺島　一朗 
 

 
確認事項 
イ. 一般社団法人小平青年会議所 理事長選挙に関する規定・役員選任に関する規定・選挙管理委員会

に関する規定に則り行う。但し、選挙管理委員会に関する規定は委員会に付託するものとする。 
ロ. 選挙管理委員会規定に則った実施スケジュールをもって行う。 
ハ. 選挙案内、結果通知はメール・LINEにて配信する。 
 
 
 

2025年度 理事長選挙実施結果 
 

2025年4月24日 
 
 
2026年度理事長当選人  
小川　健太　君 

以上 
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５．褒賞受賞者 
 
 

褒 賞 委 員 会 報 告 
 

2025年度一般社団法人小平青年会議所 
褒賞委員会 

委員長　福室　英俊 
 
第1 委員会の設置 
 

1． 2025年10月21日 第10回理事会において委員会設置議案審議可決 
2． 構成メンバー 福室理事長、石津副理事長、小川副理事長、伊澤専務理事 

 
 
第2 褒賞の審査 
 

2025年11月31日までに理事から申請書を受領した。 
翌12月1日から12月15日にかけて委員会において厳正な審査を行った。 

 
 
第3 褒賞の発表 
 

2025年12月18日褒賞の発表を行った。 
発表は、具体的に理由を示して行った。 
褒賞の結果は別紙のとおり。 

 
 
第4 委員会の解散 
 

2025年12月18日の褒賞の発表の後、2025年度褒賞委員会を解散した。 
 
 
 

以上 
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 褒 賞 結 果 
2025年度一般社団法人小平青年会議所 

褒賞委員会 
 

 
1.​  最優秀Jaycee賞 

 HAPPY&SMILE委員会　委員長　宮地　健太朗 君 
 
以下、授賞理由 

・入賞理由といたしましては、3月に実施されたペットボトル例会での目標値を上回る動員やこども
たちの未来に繋がる内容だった。 
・委員長としての責任と自覚。よく思考し、よく行動し、とても頑張っていました。 
 
 
 
2.​ 優秀Jaycee賞 
LOVE&PEACE委員会　委員　前川　浩一 君 
 
以下、授賞理由 
・担当委員会や新人委員会も含めとても積極的に委員会に関わっており、次年度専務も担当するため、す

ごいと感じました。 
・下半期の成長が著しいと感じました。担当委員会と新人委員会、更には次年度専務にくらいついて頑

張っている姿勢に感銘を受けました。 
 
 
 
3.​ 最優秀グループ賞 
 HAPPY&SMILE委員会 
 
以下、授賞理由 

・ゼロベースからの事業構築を行い、今年度の活動に大きく貢献しました。また、良い準備で、福室

理事長の信じ託すを実践した委員会でした。計画通りにできなかったことも様々あるかと思います

が、それも次に活かしていけるみなさんだと信じています。 
 
 
 
 
4 最優秀新人賞 
 HAPPY&SMILE委員会　委員　山下　真菜 君 
 
以下、授賞理由 

・積極的に事業に参加している姿を拝見しすごいと感じました。 
・表には見えないところでの努力や貢献は素晴らしく、特に広報については外部団体にも認められ

る才能で素晴らしい広報物をつくったり、独自の人脈でラジオでの広報にも成功しました。 
 

以上 
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2025年度LOVE&PEACE委員会報告 
 
LOVE＆PEACE委員会 
委員長 恩田　修二 

副委員長 菊永　祐太 

委員 前川　浩一 土居　雄大     

委員会基本方針 

LOVE &PEACE委員会は2025年度1月度例会、8月度例会の2つの例会を担当いたします。 
 
1月には賀詞交歓会を行い、理事長に1年の思いや方向性を述べて頂きます。小平JCのビジョンや使命を明確
に伝え、来場された方々に強いインパクトを与える機会とします。 
本例会を通じて市内関係諸団体・ご来賓・賛助会員・各地会議所の方々との関係を強化し、当会の例会や運動
が周辺地域や団体に知っていただく事で小平青年会議所としての存在感を示し地域の方々に必要とされる団
体にします。 
 
8月には戦争と平和について考える例会を行います。 
2025年は戦後から80年の節目の年となります。終戦の1945年までに生まれた人は、この10年で1000万人以上
減りました。戦時下の様相が風化する前に、私たち若い世代こそが話を聞いたり体験をすることで我が身を当時
の人たちの気持ちに置き換えて永年に語り継げれる事業にします。 
 
LOVE &PEACE委員会は1年の中で最初と中間の例会を担当します。 
年間最初の例会で良いスタートを切ることで2025年の小平JCの勢いが決まると考えており、中間の例会ではそ
の勢いを加速させていけるようにメンバーを巻き込んでいきたいと考えております。 
各委員会を先導していくことで全体のチームワークや団結力を強固なものとし、これからの小平JC全体に良い雰
囲気を作り上げます。さらにこの雰囲気を次回以降担当する委員長に引き継ぐことで、それぞれのメンバーに生
涯の友を作るきっかけにしてもらいます。 
 

委員会活動報告 

・1月度例会では「新春賀詞交歓会　信じ　託す〜語ろうともに進もう前へ〜」を開催しました。 
次年度段階から準備を進め未経験ながらも奮闘して福室理事長の新たな門出を皆で作り上げました。久しぶり
に嘉悦大学の体育館を貸していただき地元の方の協力も募り100％例会を達成しました。 
・8月度例会では、終戦80周年の節目に「平和事業」を行いました。 
地元の小学生をお招きして語り部の方のお話を皆で聴きました。その際、戦争の悲惨さを学び後世に語れる人
材を育成し改めて戦争をしない事の決心を強めました。午後には、当時の食事の再現を行い皆様に振る舞いま
した。今の生活がいかに幸せなのかを認識した1日でした。 
・12月には「防災事業」を開催しました。 
白梅大学と小平福祉協議会の皆様とともにこれから起こりうる災害をシュミレーション形式で行い 
みんなと何かが起きた時に率先的にリーダシップを取り災害センターと避難所開設が出来るように学びました。 
午後は、防衛省の協力の元降雨体験車と災害体験車をお呼びして実際に起こりうる災害を体験することによりい
ざ起きた時に皆が動けるように学びました。学生ボランティアの方にも協力して頂き青年会議所運動にも興味を
持っていただける1日になりました。 
 

委員会事業(例会)の概要 

(1) 2025年度　一般社団法人小平青年会議所　1月度例会 
『新春賀詞交歓会　信じ 託す ～語ろうともに 進もう前へ～』 

(2) 2025年度　一般社団法人小平青年会議所　8月度例会 
「平和事業～語り継ぐ戦争の記憶～」 

(3) 2025年度　一般社団法人小平青年会議所　12月度事業 
「防災イベント」 

委員会基本方針に対する実現と成果 

実現 1月の賀詞交歓会では理事長にしっかりと初心を述べていただきインパクトを与えることが出来ました。 

成果 成果として青年会議所運動では久方ぶりに100％例会を達成しメンバー皆でしっかりと理事長のお気持
ちを聞き入れて運動に邁進出来たと思います。「信じ託す」を念頭に入れメンバー皆でこの一年成長で
きたと思います。 

​ 問題点 

　問題点としまして、やはりこれからの問題でもあるメンバーの巻き込み方と熱量の違いがあると痛感しました。1
月は100％でしたが8月と12月とメンバーの参加率も乏しく巻き込み方を考えていかなきゃならないなと思いまし
た。 
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次年度以降への申し送り事項 

・メンバーへの巻き込みにはしっかりと可決したらすぐにALLに流し常に100％を意識してください。 
・主催が他団体でも当事者意識を持ち常にコミュニケーションをお取りください。 
・やはり、出会いは嬉しいが別れはさみしいです。委員メンバーへのサポートや手助けはご意識ください。 

 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　 

LOVE＆PEACE委員会 
委員長報告 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恩田　修二 
 

 
 私は、2024年度に入会し委員長は初めての経験でした。最初にお話を頂いて二つ返事で答えてしまいま
したが、現実はそんなに甘くなかったです。ですが、大変勉強になりました。 
 途中のメンバーの脱退だったり期日厳守のルールの徹底など凄くやることや気にかけることが多くそこのタ
スク管理に苦戦しましたがやり切った時の達成感やメンバーへの感謝は計り知れないものでした。この感
情は委員長になった人にしか分からないと思います。 
 これらの経験をふまえ、再び委員長のお話を頂くことがあったら二つ返事で答えようと思います。 
 本当にこの一年は私にとって貴重で大切な一年になりました。そして、支えてくれた監事の皆様、顧問の
皆様、執行部の皆様、フロアメンバーの皆さま、最後に、ついてきてくれた委員会メンバーの皆様本当にあ
りがとうございました。 
 以上、委員長報告とさせていただきます。 
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2025年度HAPPY&SMILE委員会報告 
 
HAPPY＆SMILE委員会 
委員長 宮地　健太朗 

副委員長 石井　翼 

委員 山下　真菜 長田　真沙妃 赤﨑　輝 

鈴木　勇地   

委員会基本方針 

　HAPPY&SMILE委員会では、3月度例会、11月度例会の2つを担当します。 
 
　3月度例会では、こどもたちの「知的好奇心の探求」をテーマに事業を行います。ものづくりは、単なる
生産活動ではなく、知的好奇心を原動力として、創造力や挑戦心を育むものです。これからの日本を担
う次世代に、ものづくりの重要性を伝えていくことが、これからの日本の競争力を支えるためにも求めら
れています。 
当事業では、学校のカリキュラムでは経験できないような体験や、様々なものづくりの専門家を招き、こ
どもたちを巻き込み、ものづくりやモノの仕組みを知るワークショップを行います。ものづくりを通じて、こ
どもたちの知的好奇心を養うような事業にしていきます。 
 
　11月度例会では、集団行動と仲間づくりの機会を提供する事業を行います。コロナ禍で幼少期を過ご
したこどもたちは、多くの事業・イベントが中止になり、チームで目標に向かって切磋琢磨する機会が
減っています。 
また、スポーツ庁の調査によると小中学生の体育の授業以外の運動時間は、減少傾向が続いています
が、運動が「好き」「やや好き」と答えた児童生徒は80〜90%です。 
こうした背景から、スポーツを通じて仲間とともに挑戦する経験や、他者とのコミュニケーションをとる機会
を提供するような事業にしていきます。 
 
　この2つの事業を通じて、こどもたちが自らの可能性を広げ、笑顔と共に成長できる環境を整えていき
たいと考えています。 
 

委員会活動報告 

　1月から3月にかけては、3月度例会の構築および共催先である職業能力開発総合大学校との調整、
広報活動を実施しました。3月23日に3月度例会を完遂した後、4月から5月は自衛隊小平駐屯地を含
む諸団体と役割分担を協議し、5月度事業の企画を進めました。5月25日に防災体験教室を実施し、6
月から11月にかけては嘉悦大学と連携しながら11月度例会の構築と市内小学校への広報に注力し、
11月22日に11月度例会を実施しました。 
 

委員会事業(例会)の概要 

(1) 3月度例会『回って光る！！ペットボトル風力発電機を作ろう！』：ものづくりへの関心を高め、
創意工夫の楽しさを知ることを目的とした工作ワークショップを実施しました。 

(2) 5月度事業 JCサークル『小平防災体験教室』：自衛隊等の協力を得て自助の力を養う体験を
提供し、同時に小平JCの認知拡大とオブザーバー動員による会員拡大を図りました。 

(3) 11月度例会『こだいら なわとび チャレンジカップ 2025』：大縄跳びを通じて、仲間と目標に向
かって切磋琢磨し、他者と協力することの大切さを学ぶ機会を提供しました。 

委員会基本方針に対する実現と成果 

実現 知的好奇心の探求として、学校教育では得られない実践的な工作体験を3月に提供しまし
た。また、スポーツを通じた仲間づくりの場として、11月にチーム対抗の競技会を実現しまし
た。 

成果 3月度例会では「ものづくりへの関心」に関する肯定的回答が100％に達しました。3月度例会
参加者の27％が5月度事業にも参加しており、継続的な関係構築の可能性を示しました。ま
た、11月度例会でも、チーム協力の重要性について89.5%の肯定的回答を得ています。 

​ 問題点 

　最大の課題は動員の苦戦であり、特に11月は目標270名に対し実績19名と大幅に未達となりました。
家庭での練習が困難な競技選定や、広報開始の遅れ、団体参加のハードルの高さが影響しました。運
営面では、予算の当日購入に関する報告不足や、備品管理のミス、ボランティアに頼り切りになりメン
バーが手持ち無沙汰になる場面が見受けられました。 

次年度以降への申し送り事項 
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　広報活動は学校配布チラシに依存せず、塾、体操教室、地域店舗など幅広い層へ早期にアプローチ
を開始してください。事業構築時には参加条件（競技用具の有無や最少催行人数）を精査し、参加しや
すい仕組みを初期段階で組み込むことが不可欠です。運営においては、ボランティアがいてもメンバー
のみで完遂できる綿密な役割分担を策定し、事前リハーサルで備品と進行を徹底確認してください。ま
た、予算の変更や当日購入が生じる際は、必ず理事長・監事へ事前に相談し指示を仰ぐという組織
ルールを徹底してください。 
 
 
 

HAPPY＆SMILE委員会 
                                               委員長報告　　　　　　　　　　 　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮地 健太朗 
 

 
 2025年度、HAPPY＆SMILE委員会は「こどもたちの成長と笑顔」を核に3つの事業を完遂しました。 3月
度例会「ペットボトル風力発電機」では、ものづくりを通じた知的好奇心の探求を掲げ、満足度100％という
成果を得ました。5月度事業「小平防災体験教室」では会員拡大に注力し、5名のオブザーバー参加と1名
の入会希望者を得るなど、組織の活性化に貢献しました。3月事業からのリピーター率が27％に達したこと
は、我々の活動が地域に価値を認められた証であり、大きな自信となりました。 一方で、11月度例会では
動員が目標に対し大幅に未達となる厳しい現実に直面しました。競技選定における参加ハードルの見落
としや広報開始の遅れなど、事業構築段階での戦略の甘さが露呈しました。また、運営面でも予算管理の
不備やボランティアへの過度な依存といった課題が浮き彫りとなりました。  
 これらの成功と失敗の記録は、次年度以降がより強固な事業を構築するための不可欠な糧となると確信し
ています。一年間共に走り抜いた委員会メンバー、ご指導いただいた理事会、協力団体の皆様に深く感
謝し、報告とさせていただきます。 
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2025年度事務局報告 
事務局 
局長 岡田　慎平 

次長 山口　彩花 

局員 赤坂　暁広 寺島　一郎 町田　あかり 

事務局基本方針 

　事務局は、一般社団法人小平青年会議所の、各種事務手続きやその管理、諸団体との窓口の他、広
報活動等、諸般の活動を行い、当会の運営をサポートしてまいります。 
 
　一般社団法人小平青年会議所は地域活性や青少年育成等の運動を多く展開しております。この運
動を我々だけで完結せず、市内の多くの方々へ発信して地域に広めることが重要です。そのためにも、
例会担当委員会と協力して、例会や事業の開催情報等を会の内外に発信してまいります。 
また、事務局内はもとより、会員同士の日々の交流の機会や親交を深められる機会を設け、会員一人
一人と顔の見える関係性を構築し活動に参加しやすくなる環境を整えてまいります。そして、執行部の
活動、理事会や各委員会の例会や事業、会議等を滞りなく進められるようにサポートいたします。 
 
　2025年度の事務局は2月と12月の2つの例会を担当します。 
　2月には、当会の最高意思決定機関である第69回通常社員総会を設営し、2024年度の事業報告およ
び会計報告並びに2025年度の補正予算をご審議いただきます。 
　12月には、第41回目となる卒業式ならびに2025年度の事業報告会を開催いたします。また、卒業生
が新たなるステージへと快く旅立っていただけるように、卒業生のこれまでの功績に感謝の思いを込め
て最高の準備をしていきます。 
　事務局は以上の点を主として1年間務めてまいります。 

事務局活動報告 

　2月度例会『第69回通常社員総会』では、2025年度も当会の最高意志決定機関である通常社員総会
を開催いたしました。前年度の決算と本年度の予算について正会員や賛助会員に対して報告をし、改
めて承認していただきました。また、総会冊子の電子配信を初めて実施いたしました。 
　7月事業『ビジネスマッチング～チョクビジ～』では、異業種交流会を開催いたしました。その日に簡単
なお仕事を依頼し合い、次へ繋げるきっかけづくりをメインテーマに企画いたしました。参加者は少数で
はありましたが、メンバーの誰ともつながりのない方に参加していただき、企画の可能性を感じました。ブ
ラッシュアップすることで、より良い事業になる試金石になったかと考えます。 
　12月度例会『卒業式並びに事業報告会』では、卒業生がこれまでの青年会議所運動を振り返り、培っ
た経験や人脈をもって今後新たなステージに向かっていただけるように、現役メンバーで送り出しまし
た。また活動報告にて、今年度の運動を報告し総括も行いました。今年度の新たな取組として、褒賞委
員会を事業報告内に組み込み、実施いたしました。 
 

事業(例会)の概要 

(1) 2月度例会『第69回通常社員総会』 

(2) 7月事業『ビジネスマッチング～チョクビジ～』 

(3) 12月度例会『卒業式並びに事業報告会』 

事務局基本方針に対する実現と成果 

実現 事務局基本方針通り無事に全例会を開催することが出来ました。 

成果 　2月度例会『第69回通常社員総会』では、今年度の新たな取組として、総会冊子の電子配
信を実施し、印刷代や郵送費等の経費削減や、冊子作成におけるメンバーの事務負担軽減
を実現いたしました。 
　12月度例会『卒業式並びに事業報告会』では、今年度の新たな取組として、事業報告内に
褒賞委員会を組み込み、参加者並びに正会員が飽きないように工夫いたしました。 

​ 問題点 

１．総会冊子の電子配信における技術的な習熟と、迅速な配信。 
２．式典等で決められた事項やルール、暗黙の了解等の理解とメンバーへの浸透力不足。 
３．事務局内の備品整理や美化意識を考える余裕がなかった。 
４．公式HPの情報を一部更新できなかった。 

次年度以降への申し送り事項 

１．事務局備品と事業予算とをしっかりと分けて購入や準備を行うこと。 
２．他の委員会との橋渡しを率先して行うこと。縦割りではなく横串を意識すること。 
３．事務局倉庫の私物は年度初めに、処分すること。 
４．公式HPの情報が古いままなので、可及的速やかに更新することが望ましい。 
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事務局 
局長報告  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田 慎平 
 

　 
　2025年度の事務局長の役をいただきました、岡田慎平です。2021年に入会以降、初めての事務局ライ
ンであり、いきなりの局長スタートということで、戸惑いもございましたが、伊澤専務との強力な連携によっ
て、無事に1年間乗り切ることができました。また、次長や局員の皆様にも、都度々々助けていただき、また
は教えたりと、拙い局長ではありましたが、よくぞまぁ付いてきてくれたものと、感心するばかりです。ありがと
うございました。 
　一緒に活動する中で、僕自身がわからなかったり、どうしようかと逡巡する中、とりあえずやってみる、動い
てみる、こうしたらどうか、と様々に提案や出たとこ勝負なんのそのという性分の人間が多く集まったこともあ
り、「まぁ、なんとかなる」という、およそ大っぴらには言えない、ここで書いているので皆の知るところになる
訳ですが、良い意味で強い事務局体制であったのではないかと勝手に思っておりました。 
　特に総会や卒業式のように、ある程度決まった枠組みの中で、物事を進める事業構築が多い役回りでし
たが、それも2025年度の事務局の性分に合っていたのではないかと思います。逆に、全くのゼロベースか
ら事業構築を行った7月事業が一番苦戦しました。そもそも予定では6月事業だったのですが、私と専務、
局員の仕事の都合で、6月はスケジュール的に難しいこともあり、理事会においてもそうした状況を見かね
たのか時期を動かす意見も出て、内心申し訳なさで一杯でしたが、実際には非常に助かりまして、こういう
時のメンバーへの感謝は、絶対に忘れんなぁということで、助けられてばかりの至らない事務局長でした
が、楽しく1年過ごさせていただきました。 
 
　事務局の事業でやりたいことは特になかったのですが、泉蔵院の実際の事務局内の倉庫や備品整理を
完全にまっさらにして、一から整理整頓し、当会に必要なものという視点できれいに整理整頓したかった。
また、当会の公式HPにおける既に卒業した先輩が載っているメンバー紹介のページを最新のものに更新
すること、当会のSNSアカウントの連携を速やかに実施し、いちいちそれぞれのアカウントを開いて投稿す
るのではなく、一括して投稿できるものについてはパッとできるようにしておく方が、今後の広報においても
有益だろう。とは考えていても、いざやるかと言ったら重い腰が上がらずに、専務とそのうちやろうと言い続
け、1年が経過してしまったので、次年度にきっちりと引き継ぎたいと思います。明日やろうは馬鹿野郎とは
よく言ったもので、そのうちやろうも馬鹿野郎ということで、1年間ありがとうございました。 
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2025年度新人企画特別委員会報告 
新人企画特別委員会 
委員長 原　拓也 

副委員長 鈴木　勇地 

委員 前川　浩一 赤坂　暁広 山下　真菜 

寺島　一朗   

委員会基本方針 

①次年度以降の運営メンバーとなる人材を育てるべく、新入会員自らが企画し事業構築を学ぶ場とす
る  
②委員長および担当副理事長は、適切な助言を行い、新人メンバーを支援する 
 

委員会活動報告 

　10月5日に10月度例会『ハラスメントを知る　～その一言アウトです～』を開催しました。 
　東京弁護士会から講師をお招きしてハラスメント講習を実施いただくとともに、日常生活や青年会議所
活動において起こる可能性が高いハラスメントを題材として新人メンバーが寸劇を行いました。また、最
後は参加者一人一人がハラスメントに対する各自の想いを習字にしたためました。 
　対内例会ではありましたが、オブザーバーとして新人メンバーが所属するアカデミーから同期塾生を
招聘し、正会員のみならず、他LOMも巻き込んでハラスメントに対する理解を深めることができました。 
 

委員会事業(例会)の概要 

(1) 10月度例会『ハラスメントを知る　～その一言アウトです～』 

委員会基本方針に対する実現と成果 

実現 1番項：実施及び実行しました。 

成果 「ハラスメントについて自信をもって人に説明できますか？」というアンケート設問に8割以上か
ら「自信をもって説明ができる」との回答をいただく達成目標につき、下記回答が得られた。 
 
アンケート回答数：14件 
「非常に自信がある」の回答数：3件（21.4％） 
「ある程度自信がある」の回答数：10件（71.4％） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計13件（92.8％）達成 

​ 問題点 

1.スクリーンへ投影する関係上、室内が暗くなってしまい登壇者が目立たなくなってしまった。 
2.ロールプレイについて、緊張により目線が台本にいきがちになった。 
3.会場図で想定していた配置図では受講しづらいのでは？と当日指摘をいただき急遽変更した。 
4.塾生の出迎えが、出入り口をよく把握していなかったためにすれ違い、出迎えが思うようにできなかっ
た。 
5.グループ分けを元から行う予定が、当日その場で決めることになった。 
6.参加型のコンテンツにより盛り上がって、時間超過した。 
7.オブザーバーの人数に比して、正会員の参加が振るわなかった。 

次年度以降への申し送り事項 

1.当日の天候にもよりますが、窓からの光の入り具合の確認やライト使用を検討するなどリハーサルを
行ってください。 
2.役割分担を明確にして、入念に練習を行ってください。 
3.動かしやすさや復帰のしやすさだけでなく、その場面での適切な形をあと一歩考えるようにしてくださ
い。 
4.会場となる施設について事前に把握をしておき、複数人で出迎えを行うようにしてください。 
5.参加人数の確認が直前とならないように、余裕を持って動いてください。 
6.タイムキーパーの役割分担を明確にしてください。 
7.グループLINEでの呼びかけに加えて、日頃の声かけを積極的に行ってください。 
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新人企画委員会 
委員長報告 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　拓也 
 

 
　委員会設置当初は新人メンバー7名でスタートしましたが、途中3名の離脱があった中で、残るメンバー
が非常に精力的かつ効率的に事業準備を進めていたことが印象に残っています。メンバーはそれぞれ、
仕事や家庭は無論、所属する委員会やアカデミーでの活動など、他のJC運動にも多忙を極める中で新人
委員会にも時間を割く必要がありましたが、例えば、委員会として全員で協議する時間は1～2時間とし、
委員会終了時には次回までのアクションと担当者を明確にすることで、内容の濃度は保ちつつも作業は効
率的に進められたように思います。 
　また、ある担当者が次回までに決められたアクションを進められなかった場合には、コミュニケーションを
とって誰かが代わりに行うなど、全員が全員の役割を補填しながら活動していました。委員会全体としての
風通しの良さやメンバー間の仲の良さがこれを可能にしました。 
　例会当日は、新人メンバーが所属するアカデミーから他LOMの塾生をオブザーバーとして招聘しまし
た。多くの方々にご参加いただきましたが、これも偏に、メンバーが日頃からアカデミーでも精力的に活動
を行い、関係性を構築していたことによるものです。 
　委員長としては、新人メンバーが一から例会を作り上げるプロセスをサポートし、今後益々JCで活躍して
もらうための基礎を構築する役割が求められていましたが、今年のメンバーに関しては手取足取り何かを
指導するような必要は一切ありませんでした。忙しい中でも、一人一人のメンバーが前向きに、能動的に取
り組んでくれたことに、改めて敬意を表したいと思います。 
　委員長を務める機会をいただいたこと、素晴らしいメンバーとともに活動できたこと、例会を構築するうえ
で多くの建設的なご意見をいただいたこと、当日の運営でも多くの方にご協力いただいたこと、全てに感
謝を申し上げます。誠にありがとうございました。 
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2025年度出向者報告 

2025年度公益社団法人日本青年会議所 関東地区 東京ブロック協議会 24LOM連絡会議​
議長　石津 遥香  

　2025年度公益社団法人日本青年会議所関東地区東京ブロック協議会の議長の職をお預かりしました。 
約1300名が所属する東京ブロック内24LOMの支援を行う東京ブロック協議会への議長職での出向は私に
とっては大きな挑戦であり、ブロック役員としての務めが多くなるためLOMにも負担をかける場面が多々出
てくることでもあったので、快く送り出してくれた福室理事長をはじめとする小平ＪＣメンバーには深く感謝し

ています。 

　職務としては、24ＬＯＭ連絡会議というブロック内24LOMの専務理事の皆さんをサポートし、東京ブロック
協議会と24LOMの連絡調整を行う会議体の議長を担当しました。 

　主な担当事業としては日々の専務理事のサポート・相談窓口を担う他、京都会議や全国大会（佐賀大

会）でのブロックナイトの企画運営、次年度理事長・専務セミナーの企画運営、ブロック年間の褒賞運営、

さよならブロックでの褒賞部門の担当、さらには東京ブロック協議会の防災担当としての関東地区や対外

団体との連絡窓口も務めました。​
加えて年度の後半には運営専務代行として、運営専務の役割を事務局長とともに担当することとなり、東

京ブロック協議会の運営について広く学ぶ貴重な経験をしました。 

　この1年間、議長として出向したことで得たものは多くありましたが、大きく下記の2点を得られたことは今
後の私の人生にとって大きな財産となりました。​
​
　1点目は「機会の提供」の重要さを実感できたことです。​
青年会議所は「機会の提供」を行う場であると言われますが、ブロック役員として様々な機会をいただき、

そこで得た経験はかけがえのないものでした。例えば、ASPACウランバートル大会でモンゴルまで行き、言
葉が通じなくてもＪＣメンバーというだけで海外メンバーとも絆が生まれると知ったこと、他LOMの事業に参
加し、各々の地域課題に取り組むメンバーを見て刺激を受けたこと、会長が掲げる「Push the limit!!」のス
ローガンのもと、何度も徹夜して自分の限界までJC運動を行った先にあった達成感等、議長を務めなけれ
ば得られなかった多くの機会が提供され、それによって価値観が変わるほどの衝撃を受ける経験が出来ま

した。 

　2点目は多くの仲間ができたことです。これは出向したメンバーは皆が言うことですが、ブロック役員として
同じ目標に向かって苦しい日々をともに乗り越えたメンバーとの絆は強く、ちょっとしたことでも相談できる

ような先輩、仲間がたくさんできました。LOMの中だけでは会えないような人との出会いは私のモチベー
ションを常に上げ続けてくれました。何度もくじけそうになったり逃げ出したくなりましたが、そのたびに役員

や出向している仲間がいてくれたので最後まで続けることが出来たと思っています。 

　今回出向させていただいた経験をLOMに還元するために、東京ブロック協議会をはじめ関東・日本のサ
ポートに関する知識、今回得られた他LOMのメンバーとの関係性、そしてブロック役員としての経験を存分
に生かして、小平JCメンバーにも伝えていきたいと考えています。またこの出向の機会を多くの小平JCメン
バーにも掴んでもらうために、今度は私がメンバーに「機会の提供」をしてまいります。 

　最後に、青年会議所に入会したからには是非一度は出向をして外の世界を見てほしいというお願いとと

もに、多くのメンバーの出向を通して小平青年会議所がより存在感のあるLOMになることを祈念して東京
ブロック協議会 議長の出向報告とさせていただきます。 

 
 

21 
 



 
2025年度監事報告 

外部監事 
　大森 紀生 

  
　ご縁あって2025年度の外部監事として皆様と共に行動させて頂きました。歴の浅いメンバーも多く、厳し
い発言も多々させていただきましたが、会の為、皆さんの成長の為を思っての言動ですので、ご理解いた

だけたらと存じます。皆さんの成長を間近で拝見させていただき、外部監事として組織に携われたことは大

変光栄であり、尊く、現役メンバーを誇りに感じる一年でした。 
　まずは全ての例会、事業が理事会において事業計画書が慎重に審議され、事業計画に沿って実施、適

正に事業報告書および決算書が承認されたことを報告させていただきます。 
客観的な立場からお伝えしたことは事業計画の初期段階より、福室理事長の掲げた想い、その先にある

明るい豊かな社会の実現へと一本に繋がる事業目的（Vision）を明確に思い描けること、それを計画書へ
表現することの重要性でした。その上で様々な事業内容、予算計画等の精査を行なうことが事業構築の精

度の向上へと繋がるからです。 
一年を通し、この凄まじい速さで変化する社会のニーズに応えようと皆さんが真摯に向き合い、取り組み、

悩み、試行錯誤しながらも、地域やひとに真摯に向き合いながら運動展開する姿勢を間近で見て、その姿

は地域社会に必要とされ、信頼される団体へとまっすぐに進化していることを確信いたしました。 
　最後に、この素晴らしい時間を与えていただいた福室理事長をはじめ、会員の皆様へ、心より感謝申し

上げます。一年間、ありがとうございました。 
 
 
 
 

2025年度監事報告 
外部監事 
富田 隼 

2025年度は、理事メンバー及びフォロワーメンバーの結束力の強さ、新入会員の積極的な運動参加、
及び皆様の仲の良さが見られた1年だったと感じました。これも、福室理事長の周囲への配慮、正副理事
長の皆様の支え及びメンバーの皆様の前向きな姿勢によるものと思います。2026年以降も、この環を拡げ
ていっていただけるものと期待しております。 

他方で事業の議案書について、正副理事長会や理事会に上程する前の作りこみやチェック、意見・質

問に対する対応、及び例会における開会及び閉会の際の流れなど、改善すべき点も多くみられました。近

年、小平青年会議所においても、様々な点について時間短縮が望まれているように感じます。だからこ

そ、上記の点などを改善することで、より効率的な時間の使い方ができるのではないでしょうか。作りこみ及

びチェックが不十分で内容が大幅に変わりうる議案を議論しても、内容が変わるのですから意味は乏しい

です。また、意見や質問に対応していない議案を良しとするのであれば、そもそも会議において意見や質

問をすること自体に意味がなく、会議の意義を失わせてしまいます。同様に、締めるべきところを徹底しな

い例会についても、会員の成長の機会の観点から非常にもったいないと考えます。皆さん貴重な時間を

使っているからこそ、押さえるべきところを押さえるという観点は非常に大事です。 

　今後も、小平青年会議所が、会員の成長に資する組織であり続けることを祈念して、監事の報告とさせて

いただきます。 
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(第2号議案)    2025年度決算報告並びに監査報告承認の件 

収入の部 
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支出の部 
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（第3号議案） 2026年度補正予算（第1号）承認の件 
 

収入の部 
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支出の部 

 

 
 
 
 
 
(第4号議案)   その他 
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2025年度賛助会員の皆様 
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株式会社大東 様 多摩信用金庫小平支店 様 

多摩合同会計事務所 様 西武信用金庫花小金井支店 様 

有限会社アイピーエスシステム 様 株式会社 久野建装 様 

有限会社 梅室園 様 前田建設 株式会社 様 

有限会社 吉村材木店 様 熊野宮 様 

有限会社 石橋自動車 様 株式会社 緑陽社 様 

有限会社 カースクウェア 様 根古警備保障 株式会社 様 

日本ガード株式会社 様 株式会社石井電気工事 様 

都民交通事業株式会社 様 やまざき整骨院 様 

内野測量事務所 様 　有限会社のざき 様 

社会保険労務士法人 
サムライOffice様 

医療法人 徳寿会介護老人保健施設 
プラチナ・ヴィラ小平 様 

有限会社 利予フーズ 
だんごの美好 様 

有限会社角萬酒店 様 

小平神明宮 様 小平神明幼稚園 様 

有限会社 輝栄様 有限会社酒のやまじょう様 

有限会社細谷商店 様 Ｙショップオアシス 様 

株式会社遠藤商会 様 アール行政書士事務所 様 

宗教法人當麻山泉蔵院  株式会社 VILD アドバンス 様 

一般財団法人オペラアーツ振興財団 様 株式会社明誠 様 
 

株式会社ベストワーク 旅行事業部  
ベストツアー多摩 様 

 

日本競輪選手会静岡支部所属 渡邊颯太 様 

株式会社多摩グリーンサービス 様  


